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古
典
教
室
第
７
回
レ
ジ
メ
（
８
月
２
日
） 

 
 
 

 

『
空
想
か
ら
科
学
へ
』
第
二
章 

 
 （

一
）
第
二
章
の
あ
ら
ま
し 

 

第
一
章
は
、「
社
会
主
義
を
科
学
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
れ
が
実
在
的
な
基
盤
の
上
に
す
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
文
章
で
結
ば
れ
た
。
そ
の
「
実
在
的
な
基
盤
」
を
つ
か
む
に
は
、
世
界

を
「
科
学
の
目
」
で
と
ら
え
る
科
学
的
な
世
界
観
が
必
要
で
あ
る
。 

 

第
二
章
は
、
そ
の
科
学
的
な
世
界
観
の
全
体
を
短
い
文
章
で
説
明
し
た
章
。
説
明
の
順
序
は
、
弁
証
法

―
唯
物
論
―
史
的
唯
物
論
―
経
済
学
と
、
た
い
へ
ん
独
特
な
組
み
立
て
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
は
、
マ
ル
ク

ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
思
想
的
発
展
の
歴
史
、
つ
ま
り
、
科
学
的
社
会
主
義
の
成
立
の
歴
史
と
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
。 

 

（
二
）
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
マ
ル
ク
ス
の
思
想
的
発
展
の
歴
史 

 

 
 
 

［
こ
の
頃
、
Ｍ
・
Ｅ 

二
人
と
も
、
熱
烈
な
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
主
義
者
に
。］ 

 

２
０
年
１
１
月 

誕
生
。 

   

３
７
年 

学
校
を
中
退
。
経
営
人
修
業
の
道
に
。 

３
９
年 

キ
リ
ス
ト
教
と
の
思
想
的
格
闘
。
独
学

で
ヘ
ー
ゲ
ル
に
到
達
。 

４
１
年
９
月 

一
年
志
願
兵
で
ベ
ル
リ
ン
へ
。
ベ

ル
リ
ン
大
学
で
聴
講
。
青
年
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の

面
々
と
親
交
。 

 

〃 

後
半 

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
「
キ
リ
ス
ト

教
の
本
質
」
を
研
究
。 

 

〃 

１
１
月 

反
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
シ
ェ
リ
ン
グ

と
大
学
で
“
論
戦
”。「
シ
ェ
リ
ン
グ
と
啓
示
」

な
ど
執
筆
。 

 
 
 
 

エ
ン
ゲ
ル
ス 

１
８
年
５
月 

誕
生
。 

 

３
５
年
１
０
月 

ボ
ン
大
学
、
３
６
年
１
０
月 

べ
ル
リ
ン
大
学
に
入
学
。 

３
７
年
１
１
月 

父
へ
の
手
紙
。「
ヘ
ー
ゲ
ル
を

始
め
か
ら
終
り
ま
で
知
る
よ
う
に
な
っ

た
」。 

  

４
１
年
３
月 

大
学
を
卒
業
。 

 

〃 

４
月 

ギ
リ
シ
ア
哲
学
研
究
の
学
位
論

文
。 

 

〃 

７
月 

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
「
キ
リ
ス
ト

教
の
本
質
」
を
研
究
。 

 
 
 
 

マ
ル
ク
ス 
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４
４
～
４
５
年
の
時
期
に
つ
い
て
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
回
想
。 

 

エ
ン
ゲ
ル
ス
「
共
産
主
義
者
同
盟
の
歴
史
に
よ
せ
て
」（
８
５
年
１
０
月
執
筆
）
か
ら
。 

「
私
が
一
八
四
四
年
の
夏
に
マ
ル
ク
ス
を
パ
リ
に
訪
ね
た
と
き
、
理
論
上
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
わ
れ
わ
れ
の
意
見
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
…
…
一
八
四
五

年
の
春
に
わ
れ
わ
れ
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
再
会
し
た
時
に
は
、
マ
ル
ク
ス
は
も
う
右
の
原
理

を
展
開
し
て
、
彼
の
唯
物
論
的
な
歴
史
理
論
の
大
要
を
完
成
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
新
し
く

獲
得
し
た
見
方
を
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
細
目
に
わ
た
っ
て
仕
上
げ
る
こ
と
に
、
い
ま
や

わ
れ
わ
れ
は
と
り
か
か
っ
た
」。 

［
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
、『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
を
共
同
執
筆
し
、
史
的
唯
物
論
お
よ

び
共
産
主
義
革
命
に
つ
い
て
の
見
解
を
仕
上
げ
る
］。 

 

〃 

９
月
～
４
５
年
４
月 

故
郷
の
バ
ル
メ
ン

地
方
で
活
動
。 

  

４
５
年
４
月 

バ
ル
メ
ン
を
出
て
、
マ
ル
ク
ス
の

い
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
移
る
。 

 

〃 

８
月 

［
パ
リ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
マ
ル
ク
ス
が
会
い
、
意
気
投
合
す
る
。『
聖
家
族
』
を
共
同

執
筆
。
青
年
ヘ
ー
ゲ
ル
派
の
バ
ウ
ア
ー
一
派
へ
の
決
裂
的
批
判
。
し
か
し
、
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
へ
の
賛
美
は
続
く
］。 

４
２
年
１
１
月
～
４
４
年
８
月 

経
営
者
修
業

で
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
。
在
英
中
に
、「
正

義
者
同
盟
」
な
ど
の
共
産
主
義
者
や
労
働
者

組
織
、
オ
ー
エ
ン
主
義
団
体
な
ど
と
交
流
。 

 
 

唯
物
論
的
社
会
観
に
進
み
、
経
済
学
の
研
究

も
始
め
る
。 

   

４
４
年
１
月 

『
独
仏
年
誌
』
に
「
国
民
経
済
学

批
判
大
綱
」
を
送
る
。 

 

〃 

９
月
以
後 

正
義
者
同
盟
な
ど
諸
団
体

と
の
連
絡
や
会
合
始
ま
る
。 

４
５
年
２
月 

プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
圧
力
で
パ

リ
か
ら
追
放
さ
れ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
移

る
。 

４
２
年
４
月
～
４
３
年
３
月 

『
ラ
イ
ン
新
聞
』

を
舞
台
に
活
動
。 

４
３
年
６
月 

結
婚
。 

 

〃 

夏 

「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
批
判
」
を
書

く
。 

 
 

こ
の
研
究
を
通
じ
て
唯
物
論
的
社
会
観
と

共
産
主
義
の
立
場
に
到
達
。 

 

〃 

１
０
月 

雑
誌
『
独
仏
年
誌
』
刊
行
の
た

め
、
パ
リ
に
移
る
。 

４
４
年
２
月 

『
独
仏
年
誌
』
刊
行
。「
ヘ
ー
ゲ

ル
法
哲
学
批
判
序
説
」
を
発
表
。 

 
〃 

６
月
～
８
・
９
月 

『
経
済
学
・
哲
学
手

稿
』
を
執
筆
。 
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（
三
）「
弁
証
法
」
部
分
（
段
落
１
～
８
） 

  

史
的
唯
物
論
と
経
済
学
は
、
す
で
に
勉
強
済
み
。
今
日
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
も
っ
と
も
力
を
い
れ
て
語
っ

て
い
る
「
弁
証
法
」
を
中
心
に
話
し
た
い
。 

 

段
落
１
．
思
考
形
式
の
二
つ
の
流
れ
。
弁
証
法
的
思
考
と
形
而
上
学
的
思
考
（
４
７
～
４
８
ペ
ー
ジ
） 

 
 

こ
の
二
つ
の
流
れ
を
対
置
し
な
が
ら
弁
証
法
を
説
明
す
る
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
源
流
。
そ
れ
を
エ
ン 

 

 
 

ゲ
ル
ス
が
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
マ
ル
ク
ス
に
は
な
い
や
り
方
。 

 

段
落
２
．
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
世
界
観
。
連
関
と
運
動
。 

 
 
 

そ
の
後
、
形
而
上
学
な
考
え
方
が
優
勢
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
自
然
科
学
の
初
期
の
発
展 

 
 

状
況
が
あ
っ
た
（
４
８
～
５
０
ペ
ー
ジ
）。 

 

段
落
３
．
形
而
上
学
的
な
見
方
の
い
く
つ
か
の
特
質
（
５
０
～
５
２
ペ
ー
ジ
） 

 
 
 
 
 

個
々
の
も
の
に
と
ら
わ
れ
て
そ
の
連
関
を
忘
れ
る
。 

 
 
 
 
 

そ
の
存
在
に
と
ら
わ
れ
て
そ
の
生
成
と
消
滅
を
忘
れ
る
。 

 
 
 
 
 

物
事
を
「
媒
介
の
な
い
対
立
」（
硬
直
し
た
相
互
対
立
）
で
一
面
的
に
と
ら
え
る
。 

 
 
 
 
 

た
と
え
ば
、
生
と
死
の
問
題
。 

 

段
落
４
～
５
．
弁
証
法
的
な
見
方
の
復
活
。
自
然
科
学
の
発
展
と
の
関
連
（
５
２
～
５
４
ペ
ー
ジ
）。 

 

段
落
６
～
７
．
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
と
そ
の
矛
盾
。（
５
４
～
５
６
ペ
ー
ジ
） 

 

 
 
 
 
 

観
念
論
か
ら
、
世
界
の
発
展
を
、
観
念
の
発
展
と
し
て
説
明
し
た
。 

 
 
 
 
 

体
系
化
の
要
求
が
、
発
展
の
論
理
を
中
断
さ
せ
た
。 

 

段
落
８
．
そ
の
弁
証
法
は
、
唯
物
論
の
立
場
に
立
っ
て
こ
そ
そ
の
真
価
を
発
揮
で
き
る
（
５
６
～
５
８ 

 
 

 
 
 

ペ
ー
ジ
）。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

現
代
の
自
然
科
学
の
到
達
点
か
ら
見
て
の
補
足
。 

 
 
 
 
 

た
と
え
ば
、
現
代
の
生
命
論
。 

 

（
四
）
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
対
比
を
整
理
す
る
と
―
― 

  

三
つ
の
特
徴
。 

変
化
と

運
動 

連
関 

 

す
べ
て
を
生
成
と
消
滅
、
運
動
と
変
化
の

な
か
で
と
ら
え
る
。
発
展
、
進
歩
の
契
機

を
重
視
す
る
。 

も
の
ご
と
を
世
界
の
全
般
的
な
連
関
の
な

か
で
と
ら
え
る
。 

 
 

弁
証
法
的
な
見
方 

も
の
ご
と
を
、
固
定
し
た
、
一
度
与
え

ら
れ
た
ら
そ
れ
き
り
変
化
し
な
い
も
の

と
し
と
ら
え
る
。 

も
の
ご
と
を
個
々
ば
ら
ば
ら
に
と
ら
え

る
。 

 
 

形
而
上
学
的
な
見
方 
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弁
証
法
は
、
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
編
み
出
し
た
「
法
則
」
を
外
か
ら
自
然
や
社
会
に
押
し
つ
け

る
も
の
で
は
な
い
。
た
が
い
に
連
関
し
あ
い
不
断
の
変
化
と
運
動
の
な
か
に
あ
る
自
然
や
社
会
を
、
あ
る

が
ま
ま
に
と
ら
え
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
人
間
の
頭
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
柔
軟
性
、
弾
力
性
を
も
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
。 

 

（
五
）
党
活
動
、
革
命
運
動
の
な
か
の
弁
証
法 

 

党
活
動
は
階
級
闘
争
の
中
心
部
分
。
弁
証
法
的
な
見
方
が
最
も
必
要
に
な
る
。
党
活
動
は
弁
証
法
の
宝

庫
。
そ
の
い
く
つ
か
の
注
意
点
。 

 

―
―
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
、
広
い
視
野
の
中
で
見
る
（
連
関
）。 

 
 
 
 
 

★
世
界
の
な
か
で
日
本
を
見
る
。「
綱
領
教
室
」
か
ら
。 

 

―
―
ど
ん
な
問
題
も
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で
と
ら
え
る
。
情
勢
・
状
況
の
変
化
に
注
目
す
る
。
発
展
の 

 
 

芽
・
要
因
・
条
件
を
探
究
す
る
（
変
化
と
運
動
）。 

 
 
 
 
 

★
政
治
や
社
会
の
現
状
を
固
定
的
に
み
な
い
。
変
革
の
立
場
。 

 
 
 
 
 

★
民
主
党
政
権
論
と
日
本
の
政
治
史
。
最
近
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
の
対
話
か
ら
。 

 
 
 
 
 

★
ソ
連
解
体
後
の
世
界
の
激
動
的
変
化
。
わ
が
党
の
積
極
的
対
応
と
全
体
の
政
党
状
況
。 

 

―
―
ど
ん
な
問
題
も
複
眼
で
見
る
。
単
眼
で
は
、
問
題
の
一
側
面
し
か
見
え
な
い
。
そ
こ
に
は
対
立
す 

 
 

る
側
面
も
必
ず
あ
る
（
対
立
物
の
と
ら
え
方
）。 

 
 
 
 
 

★
二
年
前
の
総
選
挙
の
結
果
を
ど
う
見
た
か
。 

 

弁
証
法
の
諸
法
則
。 

 
 

「
量
的
変
化
と
質
的
変
化
」。
地
味
な
努
力
の
積
み
重
ね
な
し
に
飛
躍
は
起
こ
ら
な
い
。 

 
 

「
否
定
の
否
定
」。
最
も
否
定
的
な
経
験
の
な
か
に
も
前
進
と
飛
躍
へ
の
バ
ネ
が
あ
り
、
そ
れ
を
乗 

 
 
 

 

 
 
 
 

り
越
え
た
時
に
は
、
党
の
質
的
な
発
展
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 

★
六
〇
～
七
〇
年
代
の
両
翼
の
干
渉
と
の
闘
争
の
今
日
的
意
義
。 

 
 
 
 
 

★
階
級
闘
争
の
弁
証
法
。 

 
 

「
対
立
物
の
統
一
と
闘
争
」。 

 
 
 
 
 

★
党
の
組
織
。
民
主
と
集
中
の
関
係
。 

 

（
六
）
第
三
章
の
主
題 

こ
の
立
場
か
ら
、
資
本
主
義
的
生
産
の
発
展
と
没
落
、
社
会
主
義
社
会
へ
の
変

革
の
必
然
性
を
研
究
し
、
人
間
社
会
の
未
来
展
望
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
第
三
章
の
主
題
と
な
る
。 

対
立
物

の
と
ら

え
方 

対
立
物
を
発
展
の
生
き
た
推
進
力
と
し
て

と
ら
え
る
（
対
立
物
の
闘
争
と
統
一
、
相

互
移
行
）。
固
定
し
た
境
界
線
や
「
不
動
の

対
立
」
を
認
め
な
い
。 

も
の
ご
と
を
、
白
は
白
、
黒
は
黒
と
い

っ
た
絶
対
的
な
対
立
の
な
か
で
と
ら
え

る
。 


